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市立小中学校の規模適正化・適正配置に関する説明会概要（鳴浜小学校） 

 

期 日：平成 27年 12月４日（金） 11時 25分～12時 10分（家庭教育学級終了後） 

場 所：鳴浜小学校 １階 会議室 

参加者：鳴浜小保護者 23名、校長・教頭 

 

【意見内容と回答】 

◎女性 

 教育委員会の管轄ではないと思うが、市民（定住者）を増やすような施策というのはないのか。 

○教育総務課長 

今まで 20 カ所くらいで説明会を行ってきたが、その中では、市民が増えるような取り組みをやった

うえでの、規模適正化ではないのかという意見を多数いただいている。市としては何もやっていない訳

では無く、いろんな取り組みをしている。特に今は、国の方から地方創生と言うことで、いろんな定住

促進の計画をだして、それに取り組んでいけという話もあり、山武市もそういう計画をたてている。た

だ、例えば今国全体で一億人以上の人口がいるが、それが一億人を切ってしまう、8 千万人くらいにま

で減るのではと言われているが、どうすれば一億人がキープできるかという取り組みをしている。そう

いう全体が減っていく中で、山武市に転入してくれる人というのは、全体が減っていく中では、なかな

か難しい状況にある。そういう中で、山武市でも今の 5万 4千人くらいの人数を、どれだけ減らさない

ようにという考えしかできない。これから５万人が６万人になるようなというようなことは、現実的に

は相当困難、厳しいという中で、なんとか人口を減らさないような取り組みを今、考えているところで

ある。どうしても全体計画がそういう考えなので、教育委員会とすれば、そういう将来的な人口フレー

ムがあまり増えないというような状況の中では、どうやったら子どもを育てていく環境が、維持とかも

っと良くなるかという視点での考えを、ここで示させていただいて意見をいただくような形、今のとこ

ろはそういう状況である。市で取り組みをしていない訳ではないということを、ご理解いただきたいと

思う。 

 

◎女性 

 小中一貫校は考えていないのか。 

○教育総務課長 

 小中一貫校については、平成 24年 11月に立ち上げた学校のあり方検討委員会でも、いろんな意見を

いただきながら取り組んできた中で、小中一貫校にしたらどうかという意見をいただいて、検討をして

みた。その時に、やはり小中一貫校で教育効果を上げるためには、ある程度の規模がないと、結局、縦

には人数は増える小学校と中学校が一緒になるので、一つの学校とすれば今より、児童数も生徒数も増

えるが、個々にみていったら、普通に足しただけだと変わらないということになる。小学校は単学級の

ままだし、中学校は規模が小さいままの学校になってしまうというケースが多いので、今の段階では、

まず小学校は小学校、中学校は中学校で、規模を整えて教育環境を整えていった方が、山武市とすれば

いいのではという方向性で考えている。その後に、小学校と中学校の境目を無くして、一体化した９年

間を有効に使った教育課程をしていった方がいいということになれば、それはそれで魅力的なやり方だ

とは思うが、今はまず規模を整えていった方がいいのではないかという考えから、こういう案を示させ
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ていただいたというところである。 

 

◎女性 

 中学校の件だが、この地域では成東東中と成東中が一緒になるという話だが、そうすると成東中の方

に移ることになるのか。 

○教育総務課長 

 今、それについては最終的な協議をしている。 

◎女性 

 現在の成東中は線路より上にあるので、成東東中との間に建設するという可能性はないのか。鳴浜小

学区から通うにはかなりの距離があるし、部活動とかをやった場合には、臨時のバスが出たとしても、

その部活動によって、土日とかは始まる時間が違うだろうし、そうすると、線路より上にある成東中ま

で送ることになるとかなり大変で、保護者の負担は相当なものになる。なので、どうせ校舎を建てるの

であれば、成東中と成東東中の間にしていただきたい。 

○教育総務課長 

 最終的な協議をしている中では、はっきりとしたことはお答えできないが、財政的な面、市長部局と

の調整の中で、市長部局から言われていることは、この学校の規模適正化・適正配置を考えていく中で、

市の財政的な面からすると、新しい場所を求めて、新しい学校を建てるというのは、財政的な負担から

すると困難なので、極力、その組合せの中で、どちらかの学校を使ってやってくれと言われている。そ

ういった中で、どっちの学校を使って今後統合をしていくかについて、今、最終的に検討している所な

ので、今いただいたようなご意見を勘案しながら判断して、年明けにたたき台の案をお示しするので、

そこでまたご意見をいただければと思う。 

 

○説明者側から、「方向性として適正化はやむを得ないと考えているのか、それとも絶対反対と考えて

いるのか。」教えて欲しいという問いに対して。 

◎女性 

 私は仕方ないと思う。 

 

◎女性 

 私も仕方ないと思うが、最初に発言した方と同じで、市で人口を増やす方法、他のところに行かない

ようにする方法ではなくて、増やす方法をもっと考えて欲しい。例えば、新興住宅地を増やしていくと

か、住める、人が集まるようなことをして欲しい。私もよそから来た者だが、やっぱり住む場所、住宅

街があまりなくてすごく困った。結局、住宅街ではないところに住んでいるが、そういう住みやすいと

いうか、人口を増やす方法を考えて欲しいと思う。 

○教育総務課長 

 山武市の魅力をなんとか増やさなければとは思っている。 

◎女性 

 魅力もそうだが、とにかく住む場所がない。 

○教育総務課長 

 基本的に山武市は農地が多くて、なかなか家が建てられない状況にある。農地転用ができるような形
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も考えていかないと、そう簡単には家が建たないということもあって、なかなか難しい面もある。そう

いった中で、繰り返しにはなるが、何とか人を増やす、人が減らないような施策を各部署で考えて、取

り組みを行う、既に行っているものは更にやっていくという取り組みを、今、始めたところなので、ご

理解いただければと思う。  

 

 

 


